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令和８年度 川崎市立宮崎中学校グランドデザイン（学校経営計画） 

◇自他の生命とつな
がりを尊重する心
の育成 

◇自尊感情・思いやり
を育む教育活動の
工夫 

◇生命・健康・安心・
安全第一をベース
にした教育活動の
展開と充実 

◇危機管理と防災教
育・食育の充実 

○主体的に学ぶ方策として

授業に見通しと振り返り

の時間を組み入れる 

〇指導と評価の一体化によ

る生徒が「わかる」と実感

できる授業の実践 

○学習支援を必要とする生

徒の把握と個々の状況に

合わせた支援体制の整備 

○支援教育の推進と学習室

（ＣＤ教室）の利活用 

○個別最適な学びと協働的

な学びの一体的な充実か

らの授業改善 

○基礎基本の学習内容の定

着と学習会等の充実 

○深い学びにつながるＧＩ

ＧＡ端末の活用 

○授業のユニバーサルデザ

イン化 

○全員一律を見直し、オプシ

ョンを充実させる工夫 

○３年間を見通した健康・

安全・防災教育の実践 

○熱中症の理解と適切な

予防対策の実践 

〇感染症等の感染拡大予

防と流行時への対応策

の準備 

○危機管理の点検と改善  

○定期的な安全点検の実

施と不良個所の改善 

○地震・土砂災害等への実

践的な防災教育の取組 

○火災・地震等による避難

訓練の実施 

○ガイドラインに則した

安全な部活動の運営 

○学校給食全般の進捗管

理(含アレルギー対応)  

○食育の指導 

〇保健だよりの発行 

○学校運営協議会（コミ

ュニティスクール）の

運営 

○積極的な学校の取組の

公開（学年、学級通信、

学校公開、授業参観、

説明会等） 

○学校ＨＰ、配信メール

ミマモルメの有効活用 

○小中連携行事の実践 

○ＰＴＡ活動の参加協力 

○学校評価アンケートの

実施と改善 

○地域教育会議への協力 

〇宮中フェスティバル・

あったかまつり 

○外部諸機関との連携 

○避難所運営会議への協

力 

○外部人材・地域の教育

力の効果的な活用 

○いじめ未然防止・早期発

見、早期対応・校内いじ

め防止対策会議の充実 

○丁寧な関わりとチームと

して連携した取組の実践 

○問題を未然に防ぐ積極的

生徒指導の推進 

○道徳教育の計画的な実践 

○主体的な生徒会活動 

○心理的安定性の向上 

〇意図的・計画的な発達段

階に応じた指導の展開 

○情報モラルの指導 

○キャリア在り方生き方教

育・レジリエンス教育・

人権尊重教育の実践 

○共生＊共育プログラムや

SOS 出し方受け止め方教

育の有効的な活用 

○教育相談の工夫と充実 

働き方改革の推進（業務改善と意識改革）・職員研修の充実(各種研修会、ＯＪＴ研修、要請訪問等) 

国・県の教育施策 

かわさき教育プラン 
「めざすもの」 

【一人ひとりが輝き、共に未

来をつくる】 

「みんなと共有したい価値

観」 

【一歩、踏み出す】【自分の

幸せ みんなの豊かさ】【多

様性を可能性へ】 

◇つながりの視点から 
の授業改善 

◇主体的・対話的で深い 
学びの実装 

◇個別最適なオーダー
メイドの支援教育 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

宮崎中学校の教育目標 
１．理想を高め、自主自律ある人間の育成 

２．勤労を尊び、実践力のある人間の育成 

３．豊かな情操を身につけた人間の育成 

４．互いの人権を尊重できる民主的人間の育成 

５．国際的な視野に立ち、互いの文化を尊重できる

人間の育成 

［授業力向上］ 

学習支援・不登校支援 

 

［安全危機管理］ 

健康・安全 

［地域連携］ 

地域とともに生きる 

［心を育てる］ 

自己肯定感の向上 

 
◇家庭・地域・社会と
のつながりを生か
した学校づくり 

◇ＰＴＡ・学校運営
協議会の運営 

◇宮中会 

生き抜く力の涵養 

～つながりを軸とした教育の推進～ 

 

表現力 
 

挑戦の先には 

成功か学びしかない 

 

言葉 
 

自他の挑戦を支える 

環境づくり 

 

教えて褒める 
 

授業で鍛える 

学校生活で鍛える 

 

具体的方策 

 


